
７月の納税（税金等は納期限までに納めましょう）
固定資産税（２期分） .........７月31日㈭
国民健康保険税（２期分） ....７月31日㈭

介護保険料（１期分） .........７月31日㈭
保育料（７月期分） .................７月31日㈭

町営住宅使用料（７月分） ....７月31日㈭

上水道使用料（７月期分） ...７月31日㈭
（大口６月使用分）

下水道使用料（７月期分） ...７月31日㈭
（大口６月使用分）

下水道負担金（１期分） ......７月31日㈭
後期高齢者医療保険料（１期分） ....７月31日㈭
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採
用
予
定
職
種
・
人
員　
　
　
　

各
職
種
と
も
若
干
名

①
一
般
事
務
職

　

中
級（
短
期
大
学
卒
業
程
度
）

②
保
育
士

③
保
健
師

受
験
資
格　
　
　
　
　
　
　
　
　

①
②
と
も
昭
和
53
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
元
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
人
で
、
一
般
事
務
職
は
平

成
20
年
６
月
１
日
現
在
、
御
代
田

町
に
住
所
の
あ
る
人
、
又
は
家
族

の
住
所
が
御
代
田
町
に
登
録
さ
れ

て
い
る
人

③
昭
和
48
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和

63
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

た
だ
し
、
②
、
③
に
つ
い
て
は
、

保
育
士
、
保
健
師
の
資
格
を
そ
れ

ぞ
れ
有
す
る
人（
平
成
21
年
３
月

31
日
ま
で
に
当
該
資
格
を
取
得
す

る
見
込
み
の
人
を
含
む
）

※
と
も
に
日
本
国
籍
を
有
さ
な
い

人
、
地
方
公
務
員
法
第
16
条
に

規
定
す
る
欠
格
条
項
に
該
当
す

る
人
は
、
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

町
職
員
を
募
集
し
ま
す

申
込
方
法
等　
　
　
　
　
　
　
　

○
受
付
期
間

７
月
７
日（
月
）〜
８
月
８
日（
金
）

○
申
込
書
類

受
験
申
込
書（
総
務
課
窓
口
で
の

交
付
、
返
信
用
封
筒
で
の
郵
送
、

ま
た
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
）

•
履
歴
書（
市
販
の
も
の
）

•
写
真（
最
近
６
月
以
内
に
撮
影

し
た
も
の
を
申
込
書
に
貼
付
）

•
卒
業
証
明
書
、
ま
た
は
卒
業
見

込
証
明
書（
最
終
学
校
）

•
成
績
証
明
書（
最
終
学
校
）

•
健
康
診
断
書

○
申
込
方
法

•
持
参
に
よ
る
申
込

受
付
期
間
内
の
土
・
日
及
び
国
民

の
祝
日
を
除
く
、
午
前
８
時
30
分

〜
午
後
５
時
ま
で
の
間
に
、
総
務

課
庶
務
係
へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

•
郵
送
に
よ
る
申
込

必
要
書
類
を
必
ず
封
筒
に
入
れ
、

配
達
記
録
郵
便
等
の
確
実
な
方
法

に
よ
り
総
務
課
庶
務
係
ま
で
郵
送

　

近
ご
ろ
児
童
虐
待
や
女
性
に
対

す
る
暴
力
で
悲
惨
な
事
例
が
多
発

し
、
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
の
人
権
・
女
性
の
人
権

に
関
す
る
相
談
に
、
次
の
電
話
相

談
等
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

　

０
１
２
０

－

０
０
７

－

１
１
０

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

０
５
７
０

－

０
７
０

－

８
１
０

共
に
利
用
で
き
る
時
間
は
平
日
の

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
。

相
談
に
は
長
野
地
方
法
務
局
・
人

権
擁
護
委
員
が
応
じ
ま
す
。

児
童
虐
待
・
Ｄ
Ｖ

 

24
時
間
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

長
野
県
社
会
部

　
　

こ
ど
も
・
家
庭
福
祉
課

０
２
６
３（
91
）２
４
１
０

町
相
談
窓
口

　

保
健
福
祉
課
福
祉
係

（
32
）６
５
２
２

地
域
で

子
ど
も・女
性
の
人
権
を
守
ろ
う

し
て
く
だ
さ
い
。
８
月
８
日
ま
で

の
消
印
の
あ
る
も
の
に
限
り
受
け

付
け
ま
す
。
た
だ
し
、
日
本
国
外

か
ら
の
郵
送
に
よ
る
も
の
は
、
８

月
８
日
ま
で
に
到
着
し
た
も
の
に

限
り
受
け
付
け
ま
す
。

試
験
日
時
及
び
場
所

•
９
月
21
日（
日
）予
定

　
（
申
込
み
者
に
別
途
通
知
）

•
御
代
田
町
役
場
大
会
議
室
ほ
か

採
用
予
定　

平
成
21
年
４
月
１
日

給
与
等

御
代
田
町
職
員
給
与
条
例
等
の
定

め
に
よ
り
支
給
し
ま
す
。

※
こ
の
試
験
の
実
施
に
際
し
て
収

集
す
る
個
人
情
報
は
、
こ
の
試

験
の
た
め
に
必
要
な
範
囲
で
の

み
利
用
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
郵
送
あ
て
先

〒
３
８
９

－

０
２
９
２

※
役
場
専
用
郵
便
番
号
の
た
め
住

所
の
記
入
は
不
要

総
務
課
庶
務
係（
内
線
29
）

　

担
当　

尾
台
、
内
堀



こ
ん
に
ち
は
農
業
委
員
会
で
す

■
御
代
田
町
農
業
委
員
会
事
務
局
32 ‒ 

3
1
1
1　

内
線
64
・
27

（7） みよた広報 やまゆり7月号

生
活
機
能
評
価
と
は
？

65
歳
以
上
の
方
に

生
活
機
能
評
価
を
行
う
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た

③
ご
回
答
い
た
だ
い
た
内
容
を
判

定
し
、
生
活
機
能
の
低
下
が
予

測
さ
れ
る
方
に
は
生
活
機
能
検

査（
健
診
）を
受
け
て
い
た
だ
き

ま
す
。

④
受
診
対
象
者
に
は
、
９
月
中
旬

に
、
町
か
ら
通
知
を
送
り
ま
す

の
で
、
健
診
の
予
定
日
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。
健
診
は
10
月

〜
11
月
に
実
施
す
る
予
定
で
す
。

⑤
こ
の
健
診
で
、
町
が
行
う
介
護

予
防
事
業
へ
の
参
加
が
望
ま
し

い
と
判
定
さ
れ
た
方
に
は
、
事

業
へ
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
生

活
機
能
の
維
持
・
向
上
の
為
の

お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

今
回
、
生
活
機
能
の
低
下
が
見

ら
れ
な
か
っ
た
方
も
、
町
の
介
護

予
防
教
室
へ
参
加
す
る
な
ど
、
現

在
の
状
態
を
維
持
で
き
る
よ
う
心

が
け
ま
し
ょ
う
。
今
年
度
の
介
護

予
防
教
室
は
、
毎
月
２
回
の
予
定

で
行
っ
て
い
ま
す
。
日
程
に
つ
い

て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

保
健
福
祉
課
介
護
高
齢
係

（
31
）２
５
１
２

　

生
活
機
能
と
は
、
心
や
体
の
働

き
だ
け
で
な
く
、
日
常
生
活
を
お

く
る
機
能
で
す
。
こ
れ
が
低
下
し

て
い
な
い
か
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
の

が
生
活
機
能
評
価（
健
診
）で
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
生
活
機
能
の
低
下

が
予
測
さ
れ
た
方
に
、
生
活
機
能

の
向
上
・
改
善
を
す
る
為
の
介
護

予
防
事
業
を
行
い
、
要
支
援
・
要

介
護
状
態
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

対
象
者

平
成
20
年
７
月
１
日
現
在
、
65
歳

以
上
で
、
要
支
援
・
要
介
護
認
定

を
受
け
て
い
な
い
方

町
で
は
、
生
活
機
能
評
価
を
、
次

の
よ
う
に
行
っ
て
い
き
ま
す
。

生
活
機
能
評
価
の
流
れ

①
対
象
と
な
る
方
に
、
７
月
中
旬

に
、
生
活
機
能
評
価
チ
ェ
ッ
ク

リ
ス
ト
を
送
付
し
ま
す
の
で
、

ご
自
身
の
判
断
で
、
気
楽
に
回

答
し
て
く
だ
さ
い
。

②
回
答
し
た
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
、

同
封
の
返
信
用
封
筒
で
、
８
月

９
日
の
締
切
日
ま
で
に
返
送
し

て
く
だ
さ
い
。

２
０
０
８
信
州
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

高
齢
者
作
品
展
作
品
募
集

　

高
齢
者
の
皆
さ
ん
に
よ
る
創
作

活
動
を
通
じ
て
、
生
き
が
い
・
健

康
づ
く
り
や
社
会
参
加
を
促
進
す

る
と
と
も
に
、
明
る
く
活
力
あ
る

長
寿
社
会
づ
く
り
を
推
進
し
、
よ

り
多
く
の
高
齢
者
に
創
作
活
動
を

広
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に

開
催
さ
れ
ま
す
。

出
品
者
資
格

長
野
県
内
在
住
の
60
歳
以
上（
昭

和
24
年
４
月
１
日
以
前
に
生
れ
た

人
）の
ア
マ
チ
ュ
ア
の
方

部　

門

日
本
画
、
洋
画
、
彫
刻
、
手
工
業
、

書
、
写
真
の
６
部
門

申
込
期
限　

８
月
20
日（
水
）

作
品
展
期
間
・
会
場

10
月
１
日（
水
）
〜
３
日（
金
）

長
野
県
松
本
文
化
会
館・
中
ホ
ー
ル

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課
介
護
高
齢
係

（
31
）２
５
１
２

申
し
込
み
案
内
、
出
品
表
を
用
意

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
窓
口
ま
で

お
越
し
く
だ
さ
い
。

実
行
委
員
会
事
務
局

財
団
法
人
長
野
県
長
寿
福
祉
社
会

開
発
セ
ン
タ
ー

０
２
６

－

２
２
６

－

３
７
４
１

身
土
不
二（
し
ん
ど
ふ
じ
）の
心

　

身
は
か
ら
だ
の
こ
と
、
土
と

は
土
地
・
環
境
の
こ
と
で
す
。

人
は
住
ん
で
い
る
土
地
や
環
境

と
は
切
っ
て
も
切
れ
な
い
も
の

で
あ
る
こ
と
を
表
し
て
い
ま
す
。

　

人
は
元
々
住
ん
で
い
る
地
域

で
採
れ
る
旬
の
食
材
を
食
べ
、

自
然
と
一
体
と
な
っ
た
食
生
活

を
送
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
が

私
た
ち
の
身
体
に
最
も
よ
い
食

の
方
法
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

地
元
で
採
れ
る
食
材
を
活
か
す

　

私
た
ち
が
住
ん
で
い
る
土
地

に
は
、
そ
の
風
土
や
環
境
に
適

し
た
食
べ
も
の
が
育
ち
ま
す
。

身
近
で
採
れ
た
食
べ
も
の
は
新

鮮
！
み
ん
な
が
地
元
で
採
れ
た

食
材
を
選
び
、
ご
飯
を
中
心
に
、

野
菜
を
多
く
使
っ
た
食
事
を
取

る
こ
と
が
、
地
域
の
農
業
を
応

援
す
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

「
い
ま
が
旬
」の
食
を
選
ぶ

　

日
本
の
豊
か
な
自
然
の
な
か

で
、
四
季
折
々
の
食
べ
も
の
が

作
ら
れ
ま
す
。「
旬
」の
食
べ
も

の
は
、
最
も
適
し
た
時
期
に
無

理
な
く
作
ら
れ
る
の
で
、
余
分

身
近
な『
食
べ
も
の
』の
話
②

な
燃
料
な
ど
使
い
ま
せ
ん
。
味

も
よ
く
て
、
も
ち
ろ
ん
栄
養
分

も
豊
富
で
す
。
お
い
し
い「
旬
」

の
食
べ
も
の
で
、
身
体
に
も
環

境
に
も
や
さ
し
い
食
事
を
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

地
産
地
消
の
取
組

　

生
産
者
か
ら
消
費
者
ま
で
み

ん
な
が
地
産
地
消
に
取
組
む
こ

と
が
大
切
で
す
。

　

生
産
者
は
農
地
を
最
大
限
に

生
か
し
米
や
野
菜
を
生
産
し
ま

す
。
食
料
品
を
加
工
す
る
会
社

で
は
、
地
元
産
の
食
材
を
使
っ

た
加
工
品
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま

す
。
販
売
店
は
、
ど
こ
で
採
れ

た
も
の
か
を
わ
か
り
や
す
く
表

示
し
ま
す
。
飲
食
店
で
は
、
地

元
の
食
材
を
使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー

を
増
や
し
ま
す
。
消
費
者
は
、

野
菜
や
魚
を
使
っ
た
バ
ラ
ン
ス

の
よ
い
食
事
を
心
が
け
、
残
さ

な
い
よ
う
に
食
べ
ま
す
。

　

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、

『
身
土
不
二
』の
心
を
も
っ
て
、

食
べ
物
に
つ
い
て
改
め
て
考
え

て
み
る
こ
と
が
大
切
で
す
。


